
【体　育】
＊　評価は４段階（「４」は良好  「３」概ね良好  「２」一部課題が見られる  「１」課題がある）

Ｎｏ， 項　目 評価結果 評価 自己評価（○成果　●課題） 次年度に向けて（☆学校運営協議会◎改善策）
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●昨年度と比較するとできてい
ると回答している生徒が８割を切
り、朝ご飯を食べてこない生徒
が増加傾向にあるのではないか
と心配される。

●保護者の回答で約３割の生徒
ができていないと回答しており、
不規則な生活を改善できていな
い状況が見られる。

●職員の５割以上は、規則正し
い生活ができていなと回答して
いる。生活の記録や授業中の取
組等からの判断だと考える。具
体的な生活状況を把握し対策を
講じていく必要がある。

◎コロナ禍により、部活動が停
止になる等、週休日が完全休み
になる状況があり、基本的な生
活習慣の乱れが気になる生徒
が増える傾向がある。保護者へ
の啓発や「生活の記録」等を使
い生活改善を目指す。

◎生活習慣の乱れの要因に、ス
マホ・携帯の利用、ゲーム等に
よる夜更かしが気になる。実態
調査からも平日での利用時間が
気になる結果がある。生徒への
指導を含み、保護者への協力を
得ながら、根本的な解決に取り
組みたい。
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○部活動を含め運動している割
合は多い。昨年度と同じような傾
向である。

●８割以上の生徒が積極的に運
動をしているが十分な活動とは
いえない。

ほとんどやっていないという回
答をした生徒への個別指導が必
要である。将来を見据えた基礎
体力づくりを対応を考えていく必
要がある。

◎コロナ禍の中、部活動が停止
に、また行動制限や体育の実技
が思うように実施できない等、慢
性的な運動不足を解消できな
い。個人でできることを計画的に
指導しておく必要がある。

◎体育大会時に熱中症等でダ
ウンする生徒が例年より増加し
た。想像以上に体力が落ちてい
るように感じる。運動をする機
会、屋外で活動する機会が極端
に減りかなり心配される状況が
みられた。体力維持・向上のた
めの日頃の取組を提示しなが
ら、計画的な実践を勧めていき
たい。
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●今年度も自転車通学生の一
旦停止をしない、並進等の自転
車の乗り方について、地域の方
からとても厳しいコメントをいただ
いている。

●子どもの意識が低い。生徒・
保護者は、交通ルールは守れて
いるという回答が多いが、かなり
心配である。事故に合っていな
いから大丈夫と考えているところ
が大きいのではないかと思われ
る。事故に合ってからでは遅いと
いう意識をもってもらいたい。
※地域の方から

並進・ノーヘルの生徒をよく見
かける。指導をお願いしたい。

◎保護者・地域の方からの注
意・お叱りがとても多い。並進・
一旦停止違反・道路に広がって
帰る・横断歩道以外を斜め横断
等、交通マナーがなっていない
状況が見られた。その都度、指
導を繰り返してきているが、なか
なか直らない。下校指導を含め
立番指導を増やす等、徹底した
対策を講じたい。

◎地域青パトとの連携を図り、生
徒の安全を確保していきたい。

令和３年度　妻ケ丘中学校　よりよい学校づくりのためのアンケート結果
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